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第１章　　　総　則

（目的）

第1条　一般社団法人光市医師会（以下「本会」という）定款58条の規定に基づき、光市医師会定款施行細則を定めることを目的とする。

２　この催促に記載されていない事項に関しては、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律その他法令又は定款の定めによる。

第2章　　　会　員
（入退会届出書）

第2条　定款第7条により、入会または退会しようとするときの届出書の様式は理事会がこれを定める。

（種別）

第3条　会員の種別は、次のとおりとする。

　　　（1）A会員　医業を経営する会員および法人医療機関（公的医療機関を除く）

における管理者である会員
　　　（2）B会員　医療機関に勤務するA会員以外の会員
　　　（3）C会員　A及びB会員以外の会員

　　 ２．前項の規定にかかわらず、BまたはCの会員の種別に該当する会員がA会員になることを妨げない。

　　 ３．A会員以外の会員になろうとする者は、その理由を具して、会長に申し出て理事会の承認を得るものとする。

（本会入会年月日）

第4条　本会への入会については、本会に提出された入会申込書に記載してある入会年月日をもって、本会の入会年月日とする。
（本会退会年月日）

第5条　本会からの退会については、本会に提出された退会届出書に記載してある退会年月日をもって、本会の退会年月日とする。

２　定款第12条（会員の制裁）の審議にかかっている会員については、前項の規定は適応しない。

第３章　役員、その他の選挙

（選挙権および被選挙権）

第6条　会員は、役員、議長、副議長、山口県医師会代議員、同予備代議員（以下「役員等」という。）の選挙権ならびに被選挙権を有する。

　 　２．本細則第18条第1項の規定に基づき、先に行われた選挙に当選した者は、以後の選挙における被選挙権を失うものとする。ただし、山口県医師会代議員、および同予備代議員の選挙のときは、このかぎりでない。

　　 ３．定款第12条により、会員としての権利停止中の者は、第1項本文に規定する権利を有しない。

（任期満了による選挙）

第7条　役員等の任期満了により、次期役員となるものの選挙は、改選の年の4月中に、総会を開催してこれを行う。

（補欠選挙）

第8条　役員等に欠員を生じた場合は、補欠選挙を行う。ただし、その欠員が当該職務遂行に支障をおよぼさないと認められるときは、定款第28条第1項の規定にかかわらず、理事会の議決により、行わないことがある。

　　２．補欠選挙を行うときは、これを行うべき事由が生じた日から30日以内に総会を招集して行う。
　　３．当該選挙の日より、90日以内に、役員等に欠員が生じた場合には、本細則第1項の規定にかかわらず、当該選挙において、得票数次位の者を、順次繰上げにより当選者とする。

　　４．会長の欠員にあっては、前項の規定を適用しない。

（選挙管理人および立会人）

第9条　選挙を行うとき、議長は、出席会員中より、本人の承諾を得て、選挙管理人1人および選挙立会人2人を指名し、投票に立ちあわさなければならない。

　　２．選挙管理人は、議長の監督のもとに、投票および開票に関する事務を担任する。

　　３．選挙立会人は、投票および開票に立ち合う。

（選挙の宣告および議場の閉鎖）

第10条　議長は、各選挙を行うごとに、その旨を宣告の後、議場の入口を閉鎖する。

　　２．宣告の際、議席にいない会員は、選挙に加わることができない。

（出席会員数）

第11条　議長は、投票に先立ち、出席会員の氏名を点呼し、その数を確認しなければならない。

　　２．議長は、投票に先立ち、投票箱をあらためさせなければならない。

（投票用紙の配布および様式）

第12条　投票を行うときは、選挙管理人は、各選挙ごとに、出席会員に投票用紙を配布した後、配布漏れの有無を確かめなければならない。

　　 ２．投票用紙の様式は、理事会で定める。

（投票の方法）

第13条　役員等の選挙は、定数無記名とする。

　　 ２．投票は、各選挙につき、1人1票に限る。

　　 ３．会長、副会長、議長、副議長の選挙は、単記無記名投票とし、理事、監事、山口県医師会代議員、同予備代議員の選挙は、連記無記名投票とし、自書し、これを投票箱に入れなければならない。

（投票の確認）

第14条　投票が終わったときは、選挙管理人は、投票漏れの有無を確かめなければならない。
（開票）

第15条　投票箱閉鎖後、選挙管理人は選挙立会人とともに、投票箱を開き、投票を点検しなければならない。

　 　２．投票の点検が終わったときは、選挙管理人は、直ちにその結果を、議長に報告しなければならない。

（投票の効力）

第16条　投票の効力は、選挙立会人の意見を聞き、選挙管理人が決定しなければならない。

（無効投票）

第17条　次の投票は無効とする。

　　　（1）正規の用紙を用いないもの。

　　　（2）会員でない者の氏名を記載したもの。

　　　（3）会員の何人を記載したか確認し難いもの。

　　　（4）投票において定数を超え、または定数に足りない会員の氏名を記載したもの。

　　　（5）自書しないもの。

（当選人）

第18条　選挙において、得票の多数を得たものをもって当選人とする。

　　 ２．会長は、有効投票数の2分の1以上の票を得なければならない。規定の票を得ない場合には、上位2者について、あらためて投票を行い、その高点者をもって当選人とする。
　　３．当選人を定めるに当たり、得票数が同じであるときは、議長が「くじ」で定める。

（当選人の繰上げ補充）

第19条　当選人が、当選を辞退したときは、前条の規定による得票者で、当選人とならなかった者の中から、その得票数により、順次繰り上げて補充し、当選人を定める。

（当選人決定の報告および通知）

第20条　当選人が定まったときは、議長は、当選人の指名および得票数、その選挙における各会員の得票総数、その他選挙次第を、会長に報告しなければならない。

　　 ２．前項の報告があったときは、会長は、直ちに当選人に当選の旨を通知し、かつ当選人の氏名を会員に通知しなければならない。

　 　３．当選人の当選の効力は、前項の規定により、当選人に通知があったときから生ずるものとする。

　 　４．当選人が辞退する場合は、選挙してより10日以内に会長に申しでること。

（選挙効力の意義申し出および審査申し立て）

第21条　選挙の効力に関して、不服のある会員は、直ちに議長に対して、異議を申し出ることができる。

　　 ２．前項の規定により、議長に対して、異議を申し出た場合において、その決定に不服のある者は、5日以内に、文書で裁定委員会に、審査を申し立てることができる。

（役員選任等の細則）

第22条　定款第27条第5項の規定により予め選挙を行う場合は、この細則に準じて行うものとする。

第４章　雑　則

（細則の改廃）

第23条　この施行細則の改廃は、総会の決議を経て行う。
附　則

１．この施行細則は、定款附則１に規定する登記の日から施行する。
２．この施行細則施行前の社団法人光市医師会定款施行細則は、これを廃止する。

附　則

１．この改正施行細則は平成26年2月13日から施行する。

